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乾燥サバンナのマメ科作物ではリン鉱⽯直接施⽤により化学リン肥料の代替が可能 
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背景・ねらい                
半乾燥熱帯地域の⾵化⼟壌ではリン⽋乏が⾷料⽣

産を妨げ、⼩規模農家の慢性的な貧困を引き起こして
いる。しかし、化学肥料は多くの発展途上国の農家にと
って⾼価なため⼿が届かず、近年の肥料価格⾼騰が状
況をさらに悪化させている。 

リン鉱⽯の中でリン酸含量が低いものや、不純物を
多く含み化学的反応性の低いものは低品位に分類され、
その多くは利⽤されていない。粉砕された低品位リン鉱
⽯（以下、リン鉱⽯：図１）は、化学的なリン肥料に
代わる安価な選択肢である。これまでに、⽔稲ではリン
鉱⽯施⽤の有効性が確認されている（平成 25 年度国
際農林⽔産業研究成果情報 B03「ブルキナファソ産リン
鉱⽯は⽔⽥への直接施⽤において⾼い肥効を⽰す」）
が、乾燥条件となる畑地での効果は低いと考えられてい
たため、リン鉱⽯施⽤の効果に対する作物種間差や⼟
壌型の影響に関する知⾒は少ない。 

マメ科作物は共⽣的窒素固定による⼟壌の酸性化
や有機酸の分泌能⼒を有することから、リン鉱⽯に含ま
れる難溶性リンを利⽤しやすいと考えられる。そこで、本
研究では、スーダンサバンナで優占する 2 種類の⼟壌型
（リキシソル*、プリンソソル**）において、現地で主要な
5 種のマメ科作物（ササゲ、ラッカセイ、バンバラマメ、リョ
クトウ、ダイズ）を栽培し、リン鉱⽯の直接施⽤に適した
作物を明らかにする。 
 
*リキシソル：相対的に肥沃で保⽔性が⾼い⼀⽅、降⾬直後に
は酸素不⾜による過湿害を受けやすい。 
**プリンソソル：肥沃度や保⽔性がリキシソルよりも低く、乾燥ス
トレスを受けやすい。 
 
成果の内容・特徴             
1. ⻄アフリカ乾燥サバンナの平均的な降⾬条件において、
ササゲ、ラッカセイ、ダイズではブルキナファソ産低品位リ
ン鉱⽯の施⽤により化学リン肥料と同等の効果が得ら

れる（図２）。ササゲとラッカセイはリン鉱⽯施⽤条件
下における絶対収量が他のマメ科作物よりも⾼い。ダイ
ズは絶対収量が低いものの、施⽤による増収率が最も
⾼い。 

2. リキシソル⼟壌は相対的に養分に富むため、プリンソ
ソル⼟壌より実収量が⾼いが、⾼い保⽔⼒に起因する
⼟壌過湿害により施肥効果が低い。このため、リン鉱
⽯施⽤による収量増加率はリキシソル⼟壌よりもプリン
ソソル⼟壌で⾼い（図 2）。 

 
成果の活⽤⾯・留意点           
1. 現地の主要な農業形態である畑作において、安価な
低品位リン鉱⽯による増収効果が明らかになったことで、
半乾燥地の低肥沃⼟壌における作物⽣産改善にむけ
たリン鉱⽯の利⽤促進に貢献する。 

2. リン鉱⽯の可溶性は産地によって異なるため、可溶
性の⾼いリン鉱⽯を⽤いる場合はより⾼い効果が期待
できる。 

3. 窒素施肥を⾏わずリン鉱⽯のみ施⽤する場合、リン
よりも窒素制限が相対的に強まるため、増収効果が
低下する可能性がある。 
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⻄アフリカの乾燥サバンナに広く分布する低肥沃⼟壌では、安価なリン鉱⽯粉はササゲ、ラッカセイ、ダイズに対し
て化学リン肥料と同等の効果があり、代替品として利⽤できる。特に、ダイズは最も⾼い施⽤効果が得られる。ま
た、⼟壌型プリンソソルでは⼟壌型リキシソルよりも 10％程度増収効果が⾼い。 
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図表は Iseki et al. (2024) © The Author(s) 2024 より転載/改編して作成 

図 2 異なるマメ科作物における低品位リン鉱⽯と化学リン肥料の効果の違い 
リキシソル⼟壌（上段）とプリンソソル⼟壌（下段）における 2 年間の栽培試験データ（各 5 反復）の平均値±標準誤差(n=10)
を⽰す。N のみは窒素のみ尿酸態で 14 kg ha-1 施⽤した対照区で、化学リン肥料+N は窒素とともに重過リン酸⽯灰をリン含量でリ
ン鉱⽯と同等量(4.6 kg P ha-1)施⽤した処理区。⾚字は対照区（N のみ）に対する収量の相対増加率。ns は student-t 検定でリ
ン鉱⽯と化学リン肥料による増加率に有意差なし、＊は有意⽔準 p ＜ 0.01 で増加率が異なることを⽰す。 
 

図 1 ブルキナファソ産低品位リン鉱⽯（左）とその粉砕試料（右） 
栽培試験のリン鉱⽯施⽤区には右の粉砕試料を現地の推奨量に従い 1ha 当たり 400 kg
の割合で施⽤した。 


